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【第１回学校運営協議会】

令和元年６月１１日（火）に第１回学校運営協議会を開催しました。

前半は、今年度の経営方針と運営協議会年間計画について、協議会の承認を

受けました。その後、３つのワーキンググループに分かれ、グループの部会

長選出と今後の日程調整を行いました。
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令和元年度 秋田県立矢島高等学校 第１回学校運営協議会議事録

１ 日時・場所

令和元年６月１１日（火） 午後１時３０分から午後３時３０分まで

矢島高等学校 大会議室

２ 出席者

（１）運営委員

大井 建史 【天寿酒造株式会社代表取締役社長】

佐々木正純 【元矢島中学校ＰＴＡ会長、やしま調剤薬局勤務、寿慶寺住職】

松田 訓 【本海獅子舞番楽伝承者協議会会長、矢島高等学校同窓会前会長】

佐藤 晃一 【由利本荘市教委ＣＳ協働コーディネーター、元矢島総合支所長】

真坂 伸子 【矢島保育園園長】

小松 茂樹 【矢島高等学校同窓会顧問（前副会長）】

菅原 賢一 【矢島小学校支援地域本部コーディネーター】

佐藤眞理子 【人権擁護委員】

小松 和史 【矢島中学校ＰＴＡ会長、本海流坂之下番楽講中】

茂木 好文 【矢島高等学校同窓会長】

藤井 充晴 【矢島中学校教頭】

熊澤 耕生 【矢島高等学校長】

※ 庄司嘉政 委員、藤原茂樹 委員は欠席

（２）教育庁

川田 貴之 【生涯学習課 社会教育・読書推進班 社会教育主事】

佐藤 一喜 【秋田県教育委員会 ＣＳアドバイザー】

（３）矢島高等学校［事務局］

木村実樹夫 【教頭】

高田宇一郎 【事務長】

石澤 宏基 【教諭】

辻 由紀子 【教諭】

菅原 一哉 【教諭】

土田 伸也 【教諭】

木村ふさ子 【教諭】

大石 敏孝 【教諭】

３ 次第

（１）授業参観

（２）開会（事務局 木村教頭）
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（３）委任状交付

（４）校長あいさつ

秋田県教育庁生涯学習課 社会教育主事 川田貴之様、秋田県教育委員会 ＣＳアドバ

イザー 佐藤一喜様のご出席のもと、矢島高等学校令和元年度第１回学校運協議会を開催

できることに感謝申し上げます。また、昨年に引き続き委員を引き受けてくださった皆様、

今年度新たに引き受けてくださった皆様にあらためて御礼申し上げます。

本校は、地域に根ざし、地域とともに歩む学校を標榜し、地域の文化や自然を題材とし

た教育活動、地域の皆様のお力添えのもとでの体験活動等を通じて生徒の育成を図ると同

時に、地域貢献活動にも力を入れ、地域活性化の一翼を担う機会をいただいている。昨年

県内公立高校初となるコミュニティ・スクールの指定を受け、生徒数や教員定数の減少、

矢島地区の少子高齢化など様々な課題を踏まえつつ学校の取組の一層の充実を図るべく、

学校運営協議会を立ち上げ、協議してきた。昨年は前例が無いため、手探りではあったが

趣旨に賛同し、委員を引き受けていただいた皆様のおかげで会を進めることができた。今

年度からは、前年度の協議事項の実践と検証、そして新たな提案と次年度の取組の検討と

いったサイクルになると思われる。本日は今年度の教育方針の説明と承認、学校運営協議

会の年間計画と協議内容の確認、ワーキンググループの顔合わせと日程調整が主となるが、

よろしくお願いしたい。

学校状況説明

○今年度の職員及び定数について、年度末異動について、生徒の在籍状況について、

部活動の状況について、卒業生の進路状況について、昨年から変更になった行事に

ついて、中高連携１０周年行事について、次年度の高校入試の本校定員について、

第７次秋田県高等学校総合整備計画後期計画（９月素案）について

※別紙資料Ｐ２～Ｐ９

（５）委員紹介 （事務局 木村教頭）

（６）協議

①会長及び副会長選出 （議長 熊澤校長）

意見なし、事務局一任。事務局案として大井委員を会長、庄司委員を副会長として

提示し、全会一致で承認。

②大井会長あいさつ

昨年に引き続きということとなりますが、よろしくお願いします。昨年協議したこ

とを今年やってみるという２年目であるので引き受けた。校長先生から説明があっ

たように大変な環境がさらに大変になった。この地に高校がある意義、恩恵などあ
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ると思うので、我々がお手伝いできるところや大人がやらなければならないことは、

可能な限りやっていかなければと感じている。皆様の御協力をお願いしたい。

これより議長は大井会長

③説明（校長）

・令和元年度学校運営方針について

・令和元年度学校運営協議会年間計画について

※別紙資料Ｐ１０～Ｐ１４及び分掌経営評価シート、ワーキンググループ資料

④協議

協議内容は、「４ 議事録」のとおり

（７）各ワーキング・グループの部会長選出と今後の日程の調整

※グループ毎に記録

（８）佐藤一喜ＣＳアドバイザーあいさつ

アドバイザーに携わり、地域との連携がなぜ今必要なのかを考えてきたが、なかなかす

っきりしなかった。国は今、子供たちをどのように導きだそうとしているかを調べていた

ら、学習指導要領が平成２９年から３０年にかけて改訂され、その中に「よりよい学校教

育を通じてよりよい社会を創る」という記載があり、教科書で子供たちを育てるだけでな

く地域の方々も入って一緒に考えていく時代なのだということですっきりした。よりよい

社会を創るために子供たちが学んだものを生きる力に変えていく、活かしていくというこ

とを重視するのがこれからの考え方のようだ。

よりよい社会を創るために高校では何を学んでもらわなければならないということが必

要になってくる。それが、さきほど運営協議会で承認いただいた教育目標、そして目指す

生徒像だと思う。コミュニティ・スクールは学校運営協議会で目指す子供像を明確にして、

何を学ばせ何の資源を使って学んでもらうかという流れだ。それが挨拶運動や花植活動だ

ったりするが、この活動自体が目的になってきている気がする。今一度立ち返って、目指

す生徒像に向かってどういった取組をやっていくのかということを確認してもらいたい。

ボランティア活動がイベント化してしまい、動員のためのボランティアになってしまい、

地域にとってただ来てもらってありがたいだけになっている。謙虚に学ぶとか、他を思い

やる心、自分が役に立っているのだということを感じてもらうためのボランティア活動で

あってもらいたい。考え方、やり方を整理してボランティア活動を行うことが、子供たち

の学びになり、地域にとっても助かるものとなる。地域が元気になる流れになっていくこ

とが最も大切なところだと思う。サービスラーニングという双方向に良い影響をもたらす

という考え方もあるので、生涯学習課の川田さんから講話してもらうのもいいと思う。

２年目となった矢島高校の運営協議会が子供たちのため、地域のためになるように協力

したい。



- 5 -

（９）諸連絡

①報酬について （事務局 事務長）

（10）その他
・佐々木委員：出席者名簿の自身のプロフィール訂正のお願い。経営→勤務

・菅原委員：矢島小学校と学校運営協議会が重なったため、日程の配慮のお願い。

（11） 閉会 （事務局 木村教頭）

４ 議事録

○ 学校運営方針について

【藤井委員】

矢島地区に初めて赴任したが、中学校体育館に中高の共通理念（「律・練・情」）が掲

げられている。高校の教育方針にも活かしてもらえればと思う。

【校長】

まさにそのとおりである。

【佐藤眞委員】

１１ページの授業３箇条の「質問には、（はい）、起立、文章で」の文章でというのは

どういうことか。

【校長】

答える時に単語で答えるのではなく、きちんと文章で答えるということである。県でも

推奨している。

【佐藤眞委員】

質問というのは先生がする質問ということか。

【校長】

そのとおりである。現学習指導要領で言語活動の充実が非常に重視されている。

【佐藤眞委員】

生徒の質問だと捉えてしまった。理解した。
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【佐藤晃一委員】

校長先生から鳥海探究という科目についての説明があったが、この鳥海探究をどのよう

にやろうとしているか教えていただきたい。

【校長】

まだ、最終結論までいっていない。鳥海探究は、これまでの総合的な学習時間の「鳥海

総合」と学校設定科目の「地域学」を合体させて組み直したものである。現在、どの時期

にどの単元を入れるかというところは決まっているが、探究活動をどのように入れていく

かということは検討中である。矢島地区に関しては地域に根ざした探究活動の材料は豊富

であるので、それを活かしたを活動を３、４人ごとのグループで取り組ませたいと考えて

いる。

【茂木好委員】

八森苑での矢島ひなめぐりのボランティア活動において、数年前から矢島高校生に説明

をお願いしている。始まったころは何人かの高校生しか説明することができていなかった

が、今年は半分近くの生徒が自分の分かっている部分を話せるようになっていた。全く見

ず知らずの人に説明する高校生というのは珍しいと思っている。地域とともに大人であれ

子供であれ、この後の社会性を身につける意味では、とても意義のある活動だと思ってい

る。恥ずかしがらず、挨拶できる高校生になっている。成長を感じる。

【大井会長】

社会活動に慣れてきたという感じだ。

【校長】

ボランティア活動は人の役に立つということはもちろんだが、自分のコミュニケーショ

ン能力を磨く貴重な機会であるということは指導している。今後も機会を与えていただき

たい。

【大井会長】

運営方針について、他に特に無ければ承認いただけるということでよいか。

【委員全員】

異議無し。

○ 運営協議会年間計画について

【大井会長】

年間計画について、質問等無いか。無いようなので承認いただけるということでよいか。

【委員全員】

異議無し。


